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	製品名: ITGB4マウスモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	インテグリンは、非共有結合的に会合した膜貫通型糖タンパク質受容体であるαサブユニットとβサブユニットからなるヘテロ二量体です。αポリペプチドとβポリペプチドの様々な組み合わせが、リガンド結合特異性が異なる複合体を形成します。インテグリンは細胞間接着または細胞間接着を媒介し、遺伝子発現と細胞増殖を制御するシグナルを伝達します。この遺伝子は、ラミニンの受容体であるインテグリンβ4サブユニットをコードしています。このサブユニットはα6サブユニットと会合する傾向があり、浸潤癌の生物学的に極めて重要な役割を果たすと考えられます。この遺伝子の変異は、幽門閉鎖を伴う表皮水疱症と関連しています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の選択的スプライシング転写バリアントが見つかっています。
	研究分野
	PI3K-Aktシグナル伝達経路
	画像データ
	

	赤: コントロール抗原 (100 ng); 紫: 抗原 (10 ng); 緑: 抗原 (50 ng); 青: 抗原 (100 ng);
	

	ITGB4 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (紫) を使用した A549 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による ITGB4 マウス mAb を使用したパラフィン包埋子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による ITGB4 マウス mAb を使用したパラフィン包埋食道癌組織の免疫組織化学分析。

